
《平成28年度決算審査特別委員》

委員長　　久　長　登良男　　副委員長　　今　鶴　治　信

委　員　　渕　合　昌　昭　　上　村　龍　生　　伊地知　厚　仁
　　　　　土　屋　健　一　　山　田　義　盛　　大川原　主　税
　　　　　谷　口　義　則　　徳　峰　一　成

　９月 28日～ 10月 17日、10名の決算審査特別委

員が慎重に審査を行い、10月 26日の臨時会において、

それぞれ認定しました。



税金等の収納状況

　　 　 窓口収納手数料の件数が 3,309 件減り、金額が 34,762 円増えているが
この要因は何か。問

答 　　　 そお鹿児島農協の窓口での納入件数が減り、銀行とコンビニでの納入が増えてきているため。
　　 　 手数料については１件当たり、そお鹿児島農協が 10 円、銀行等が 30 円、

コンビニが 57 円となっている。

地方交付税の今後の見込み

　　 　 普通交付税の合併算定替終了に伴う平成 33年度の交付税見込額は。問

答　　 　 平成 27 年度を基準とした場合、約 10 億円減額する見込みであるが、算定見直しにより約４億円の減額となる見込みである。

台風時の防災ラジオの対応

　　 　 台風 16 号におけるＦ
Ｍの効果や住民からの
声はどうであったか。

問

答　　 　 アンテナ設備の停電によりラジオ放送が
流れなかった地区が
あった。

　　 　 また、避難所の開設
情報が遅く、停電地区や通行止め等の情報が流れなかったなどの声が寄せ
られた。

　　 　 今後は発電機を設置するなど、災害時の対応のあり方を検討していく。

そおグッド FM放送中



生活保護扶助費の支給額の状況

　　 　 年金受給者よりも生活保護扶助の支給額が上回る場合があるのでは。問

答 　　　 一般的には年金受給者の方が高い。65 歳以上基準額での老齢基礎年金給付額は月額 65,000 円程で、生活保護扶助基準額は 65 歳一人世帯で月額
64,480 円である。

　　 　 ほぼ同額であるが加算があるため年金より高くなる場合がある。

学校施設整備計画は

　　 　 学校施設整備の改築・改修状況は。問

答 　　　 岩川小学校校舎等の改築は、平成 31 年、32 年度に改築工事を行い平成 33年 4 月に開校を計画し、末吉小学校も改築工事が迫っている。
　　 　 また、校舎や屋内運動場のトイレの洋式化に向けて計画的に随時改修し、

校長室や職員室等の空調設備設置を計画的に検討している。

救急医療機関のあり方

　　 　 都城市郡医師会病院が移転
し、今後の曽於医師会立病
院の役割が重要になってく
るが現状はどうなのか。

問

答　　 　 都城市郡医師会病院は、曽於市からの利用者が減少し
ている。

　　 　 曽於医師会立病院の利用者
は若干増えてきている。

　　 　 曽於医師会立病院は、常勤の医師が７人に減少するなど、地域医療の拠点
として機能が大変弱くなっている。今後も市民にとっては必要で大変大事
な病院であるため、市は当病院の充実、強化に向けてもっと力を入れて取
り組まれたい。

意
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都城市郡医師会病院
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　　 　 今後市の負担金は総額どのくらいか。返済計画は。問

答 　　　 県営事業は平成 33 年度までの計画となっており、今後約 29 億円の市の負担が発生するため、過疎債で対応していく。

曽於北部畑かん県営事業

1、 宅地分譲政策は、少子化、活性化対策等を推進するうえで重要

政策のひとつである。

　  今後、旧３町の地域全体になされるよう取り組まれたい。

2、 平成27年8月から始まった宅配サービス事業は、医療連携が行

われていない。利用者が少ないなど当初の目的にそってされ

ていない。今後一層の力を入れられたい。

3、 グラウンドゴルフ場の整備は、未買収地があり当初の計画通

り進んでいない。今後こうした事業は、用地取得を行ってか

ら事業を行うことを基本にされたい。

　　 　 今後市は、北部畑かん事業の負担金として 29 億円を拠出しなければなら
ない。巨額にのぼるため、市財政に大きな支障を生じないよう、財源確保
をどのように行うかなど方針と計画を立てて対応されたい。

意
見



こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。【指定管理者一覧】

番号 施　設　名 指定管理者 指定管理期間

1 財部交流館 曽於市シルバー人材センター
平成 29年 4月 1日
　～平成 34年 3月 31日

2 曽於市養護老人ホーム清寿園 輪光福祉会
平成 29年 4月 1日
　～平成 34年 3月 31日

3
メセナ住吉交流センター
　　　　　　　（メセナ温泉）

㈱メセナ末吉
平成 29年 4月 1日
　～平成 34年 3月 31日

4 曽於市民プール ㈱メルヘンスポーツ
平成 29年 4月 1日
　～平成 34年 3月 31日

【教育委員任命】
教育委員の任期満了に伴い馬場委員が
任命され再任することに同意しました。
馬場　雅子氏　（大隅町　月野）

 任期期間  平成 28年 12月 27日から
 　　　　  平成 32年 12月 26日まで
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風光明媚な大川原峡

【農業委員会の委員等定数改正】
　　　　法改正により公選制から市長による任命制に移行

改正後　　農業委員の定数　　　　　　　　　　　19人
　　　　　農地利用最適化推進委員の定数　　　　19人
　　　　　　　　　　　　　（末吉地区８人、大隅地区７人、財部地区４人）
　　　　　＊農業委員会委員候補者選考委員会の設置・・委員 9人

現　行　　農業委員　36人　（末吉町 15人、大隅町 11人、財部町 10人）
　　　　　　　　　＊選挙による委員及び議会推薦委員




